
第六回 きもの知識検定 結果報告と総評 

 

実施日   令和 3年 11月 3日、令和 3年 11月 10日（2021） 

 

受験者数   初級  22人  

       中級  11人 

＊美容学校枠 126人受験予定 

 

 

受験結果報告 

 

平均点    初級  70.2点 

         中級  80.9点 

 

※各地区平均は合格者一覧をご参照下さい 

 

 

結果総評  総評は以下のページをご参照下さい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2021年度 きもの知識検定 

実施総評 

 

コロナ禍対応が続く２年目となる 2021年。 第 6回「きもの知識検定」は例年通り 11月 3日に東京

会場・京都会場および日を改めてオンライン会場の 3か所開催で実施されました。 

 今年ははじめて、初級 検定試験のための「事前勉強会」を設けました。 

平日夕方からの実施でしたが、受験者の方々の積極的な参加を受けて、検定テキストの読み合わせを中

心に出題に即した内容確認を致しました。この勉強会が、結果に反映されたと感じております。 

特に、オンライン検定の中級受験者は皆様素晴らしい成績を残されました。 

多くの若い年代の方が本検定を受験してくださることは本当に喜ばしいことです。 

厳しい状況下にありながら受験していただきました皆様方に、心から敬意を表しお礼申し上げます。 

今後も、美しい日本の風土と自然に育まれた地域の産物と歴史に目を向けていただき、きもの文化を伝

えつなぐアンバサダーとしてご活躍されますことを祈念致しております。 

 

初 級 

 

 初級は、着付け業種および美容業種にかかわる通過儀礼の装い、コーディネイトなどに見識を深める

出題が主です。日本の美しい四季と装いの関連性は、衣服の歴史を背景に時代の移り変わりの中できも

のがどのように生き残ってきたのかを理解することにつながります。 

回答率から理解度を予測しますと、受験者は日々ご自身の業務で得られる「きものの名称、各部の名称、

ＴＰＯ」はほぼ 100％の好成績を得ています。ただ慶弔の分野のＴＰＯにおいては比較的回答率が低い

ことが見られます。その要因として、教養知識として代々受け継がれている見識と現代人の装いとの相

違が挙げられます。つまり、「正装」と「盛装」の着分けが希薄になってきているということです。 

しかし、きものの伝統を残すということは、時代に即してその様相が変化し続けるということですから、 

「誰が何を着用するのか、なぜその儀礼を大切にし続けているのか」祖先が人を想い家族を想いつなげ

てきた通過儀礼については新旧様々に多角的に知識を吸収し、現代にあった実践を施していただきたい

と思います。 

 

初級／問題別正答率 

 

 

 

 

 

 

問1 問2 問3 問4 問5 問6 問7 問8 問9 問10 問11 問12 問13 問14 問15 問16 問17 問18 問19 問20

100% 77% 91% 59% 77% 59% 27% 59% 100% 95% 100% 91% 77% 82% 55% 9% 100% 68% 82% 95%

問21 問22 問23 問24 問25 問26 問27 問28 問29 問30 問31 問32 問33 問34 問35 問36 問37 問38 問39 問40

100% 55% 41% 77% 86% 45% 77% 59% 68% 45% 91% 36% 73% 91% 91% 9% 73% 73% 68% 100%

問41 問42 問43 問44 問45 問46 問47 問48 問49 問50

100% 68% 45% 73% 91% 55% 68% 73% 36% 73%



中 級 

 

初級の問題をベースにきものの歴史や織りや染め、地域の文化まで網羅した出題を心がけています。 

受験された皆様は驚くほどよく勉強されておりました。平均点も予想を上回り、出題の傾向や勉強のポ

イントをよくとらえていたと思います。 

中級の受験者は、日ごろから接客や業務を通しお客様や見識者とのかかわりの中で、多くの知識を得

られていることが伺えます。高齢化といわれる社会ですが、日本のきものを実生活の営みとして実践さ

れてきた方は年々減少してきています。今私たちは多くの知識をお持ちの先人から直接お話を聞く必要

があります。それもきものアンバサダーの称号を得た者の役割でもあります。 

今後ますます自身の専門分野の研鑽に励んでいただきたいと、大きな期待を寄せております。 

 90％以上の正解率は「きものの名称、各部の名称、ＴＰＯ」、「地域のきもの」に関する出題でした。 

さらに「きものの歴史」についても 80％以上の正解率を示しました。 

ここまで達成された受験者の方たちには、是非次の上級検定を目指していただきたいと思います。 

きものに関する類似の検定は多くありますが、本検定が目指すものは知識の詰め込みではありません。

日本人として基本的な文化的教養と実践力を身に付け、「より多くの人々にきもの魅力を多角的に伝え

ることができる」という点を重視しています。 

今後、きものアンバサダーの皆様方と広範囲に日本の生活文化を見つめ、美しい暮らし方を探求してい

かれますことを楽しみにしております。  

 

 

中級／問題別正答率 

 

 

問1 問2 問3 問4 問5 問6 問7 問8 問9 問10 問11 問12 問13 問14 問15 問16 問17 問18 問19 問20

64% 100% 82% 91% 91% 91% 82% 100% 91% 100% 100% 82% 73% 100% 100% 82% 82% 64% 18% 73%

問21 問22 問23 問24 問25 問26 問27 問28 問29 問30 問31 問32 問33 問34 問35 問36 問37 問38 問39 問40

73% 45% 91% 100% 64% 91% 82% 100% 73% 100% 82% 73% 55% 73% 64% 91% 55% 91% 91% 91%

問41 問42 問43 問44 問45 問46 問47 問48 問49 問50

73% 64% 91% 91% 82% 73% 55% 100% 91% 82%


